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美濃帯南西部,御在所山地域から産出した微化石
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1.はじめに

美濃帯``古生界"は1970年以降,コノドント･放散虫･

アンモナイト･材化石の産出により,その大部分が中生

界であることが明らかにされ,それらの産出状況は脇田

(1985)によってまとめられた.しかし,美濃帯南西部で

は鈴鹿花開岩などの火成岩類の影響もあってこれまでに

化石の産出報告は少ない.

ここ数年来,著者は5万分の1地質図幅｢御在所山｣

の作成にかかわり,放散虫化石による地質年代の再検討

を進めてきた.その成果の一部として,美濃帯南西部全

域にわたって,14地点より放散虫化石の産出を報告した

(栗本,1987).今回,美濃帯南西部のうち,｢御在所山｣

図幅地域の泥岩およびチャｰトから産出した微化石につ

いて報告する.

本研究を行うにあたり,近畿大学宮村学教授には,

未公表資料も含め｢御在所山｣図幅地域の地質について

御教示いただいた1新潟犬学教養部松岡篤講師には放

散虫化石について御教示をいただいた.以上の方々に心

より御礼申し上げる.

御在所山図幅
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2.地質概説

｢御在所山｣図幅地域は美濃帯南西部に位置し,中･

古生界が中央部を南北方向に分布し,中･古生界をはさ

んで東側には鈴鹿花開岩が,西側には湖東流紋岩類が分

布する.本地域の美濃帯中･古生界については原山ほか

t近畿･中部地域地質センタｰ

第1図美濃帯南西部,御在所山地域の中･古生界の分布

と微化石産地(×印).詳しい化石産地は第2図参照.

地層区分は原山ほか(1989)による
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(1989)の｢御在所山｣図幅に詳しく記述されているので,

ここでは概要を述べるにとどめておく､

美濃帯中･古生界はADAcHI(1976)により緑色岩一石

灰岩相と砂岩一チャｰト相に大別され,本地域における両

相の分布は第1図に示される.宮村(1982)は本地域北

方の美濃帯西縁部の中･古生界を石灰岩相と非石灰岩相
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KuRIMoTo，C．（1989）Microfossils　from　the　Gozaishoyama　district　in　the　southwestem

　　part　ofthe　Mino　Terrane，centraUapan。B％1乙（｝60よS％微血釦％．voL40（2），p。55－63．

Abstrac重：About160samples　of　mudstone，siliceous　mudstone　and　chert　were　collected　to

extract　microfossils　from　the　Gozaishoyama　district　in　the　southwestem　part　ofthe　Mino

Terrane．As　a　result，radiolarians　and　conodonts　available　for　age－determination　were

obtained　from8samples．Radiolarian　assemblages　from　mudstone　are　correlated　with

those　of　early　Late　Jurassic（1sample），late　Middle　Jurassic（1sample）and　Jurassic　ages

（4samples）。Conodont　from　one　of2chert　samples　is　correlated　with　that　of　Late　Triassic

age　and　radiolarian　assemblage　from　another　chert　sample　is　of　Middle　to　Late　Permian

age。
　　Of　the　above－mentioned　data，early　Late　Jurassic　radiolarians　are　the　youngest　in

the　fossils　ever　obtained　from　the　sandstone－chert　facies　which　are　situated　in　the　inner

（northem　or　northwestem）side　of　the　line　of　the　greenstone－1imestone　facies．

1．はじめに

　美濃帯“古生界”は1970年以降，コノドント・放散虫・

アンモナイト・材化石の産出により，その大部分が中生

界であることが明らかにされ，それらの産出状況は脇田

（1985）によってまとめられた．しかし，美濃帯南西部で

は鈴鹿花歯岩などの火成岩類の影響もあってこれまでに

化石の産出報告は少ない。

　ここ数年来，著者は5万分の1地質図幅「御在所山」

の作成にかかわり，放散虫化石による地質年代の再検討

を進めてきた．その成果の一部として，美濃帯南西部全

域にわたって，14地点より放散虫化石の産出を報告した

（栗本，1987）．今回，美濃帯南西部のうち，「御在所山」

図幅地域の泥岩およびチャートから産出した微化石につ

いて報告する。

　本研究を行うにあたり，近畿大学宮村　学教授には，

未公表資料も含め「御在所山」図幅地域の地質について

御教示いただいた．新潟大学教養部松岡　篤講師には放

散虫化石について御教示をいただいた．以上の方々に心

より御礼申し上げる．

御在所山図幅
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2．地質概説
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　「御在所山」図幅地域は美濃帯南西部に位置し，中・

古生界が中央部を南北方向に分布し，中・古生界をはさ

んで東側には鈴鹿花闘岩が，西側には湖東流紋岩類が分

布する．本地域の美濃帯中・古生界については原山ほか

“近畿・中部地域地質センター

第1図　美濃帯南西部，御在所山地域の中・古生界の分布

　　　と微化石産地（×印）．詳しい化石産地は第2図参照．

　　　地層区分は原山ほか（1989）による

Fig．1　Map　showing　the　distribution　of　the

　　　Paleozoic　and　Mesozoic　in　the　Gozai・

　　　shoyama　district，southwestem　part　of　the

　　　Mino　Terrane，with　microfossil　localities．

　　　Fossil　localities　are　shown　in　detail　in　Fig．

　　　2．

（1989）の「御在所山」図幅に詳しく記述されているので，

ここでは概要を述べるにとどめておく．

　美濃帯中・古生界はADACHI（1976）により緑色岩一石

灰岩相と砂岩一チャート相に大別され，本地域における両

相の分布は第1図に示される．宮村（1982）は本地域北

方の美濃帯西縁部の中・古生界を石灰岩相と非石灰岩相
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1.藤原岳地域,三重県員弁郡藤原町

3.紅葉尾地域,滋賀県神崎郡永源寺町

第2図美濃帯商西部,御在所山地域における微化石産地(×印).基図として,国土地理院発行の5万分の1地

形図｢御在所山｣の一部を使用

Fig･2Mapshowingthelocalitiesofmicrofossi1sintheGozaishoyamadistrict,southwesト
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1．藤原岳地域，三重県員弁郡藤原町

3．柾葉尾地域，滋賀県神崎郡永源寺町

第2図　美濃帯南西部，御在所山地域における微化石産地（×印）．基図として，国土地理院発行の5万分の1地

　形図「御在所山」の一部を使用

Fig．2　Map　showing　the　localities　of　microfossils　in　the　Gozaishoyama　district，southwest－

　　em　part　of　the　Mino　Terrane．
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美濃帯南西部,御在所山地域から産出した微化石(栗本史雄)

���

第1表産出微化石.化石産地番号は第2図のLoc.番号に対応

剡摩漱�楡�慮��湯摯��潭�敇潺�獨���楳�楣琬�畴桷���

�牴潦�敍楮潔敲牡����楴祭�敲獣��獰潮�潴��楮�朮㈮

���揮��轡�����

��w���黒���揮��

���黒��くギ���習��

��揮�悼�����哩��

���踵��■���絆��

��零�縫��半���臭��

��巾蜘富吏o�①�o�H�N�oo�→�岨�Φ

���oo�寸�寸�吋�寸�吋�寸�寸

���一�一�H�H�H�H�H�H

���○つ�○つ�○つ�○つ�○つ�○つ�○つ�oo

���寸�������

��矯)��寸�寸�寸�寸�吋�寸�寸

���}�由�岡�}�由�}�国�哨

��餌�'�ω�ω�'�吻�ω�ω�ω

��燕�o�冒�昌�o�昌�昌�冒�;≡≡

������

�産出化石�畢回㍑景蜘■�H�N�oo�寸�旧�㊤�ト�oo

�ルCゐα80曲吻0㎜愉αSP.����十����十�十

�0加8ω1o肋〃ゐcfcαrρα施cα���������十

�亙岬r棚ε〃〃㎜SP.����十����十�

�肋･W嚇ε伽吻(?)SP.������十���

�H閉㎜SP.�������十�十�十

�Pαγαん8伽㎜sp.���������十

�Pα㈹;c加g〃1αsp.��������十�十

�P･･肋側刎α(?)sp一����十�����

d■一�8挑ゐo㎝ρ8αsp.����十����十�十

一����������

d一�蝸ω1㏄αρ8αC㎝ε"α���������十

o■一����������

勺����������

勺�胴･01･CαρSα(?)Cf伽伽㎜ゐ���������十

』�胴C01㏄αρ8αρ脆α仰㎜��������十�十

�胴C01㏄αρSαCい淋卿㎜��������十�

�胴colo･αρ8α(?)sp.���十������

�脇ω㎜α(?)SP.���������十

�0α･･oがω㎜(?)sP.�����十����

�肋加(?)Sp.�����十����

�亙･腕ω･ω〃･㈹ゐ･1･㌶1･Ψ･･ph･typ･'I��十�������

�1｢o〃たωcω〃ω88cゐo1α3抗c8nlorphotypeII��十�������

�亙o1脆ωcω伽8sp.��十�������

1-○自自oo,o�助括011do励αcf.胴棚砿α�����十����

ms:泥岩mudstone,ch:チャｰトchert

に区分したが,前者は上述の緑色岩一石灰岩相に,後者

は砂岩一チャｰト相にほぼ相当する.緑色岩一石灰岩相と

砂岩一チャｰト相は断層関係にあり,前者は後者の上に衝

りよう曽んさん

上している.本地域の緑色岩一石灰岩相は霊仙山層と呼

ばれ,主として緑色岩類と石灰岩から構成され,わずか

にチャｰト,泥岩を伴う(原山ほか,1989).石灰岩から

はHATT0RI(1975)および原山ほか(1989)により,

二畳紀古世を示すフズリナ化石の産出が報告されてい

おじはた

る､一方,砂岩一チャｰト相は三畳･ジュラ系の大君ヶ畑

えちがわ

層と,愛知川層群をはじめとするジュラ系に区分される

(原山ほか,1989).大君ヶ畑層はチャｰトと泥岩からな

り,ジュラ系は主として砂岩と泥岩から構成され,チャｰ

トおよび緑色岩類を伴う.本地域からの放散虫化石の産

出は沖村ほか(1986)および栗本(1987)により報告さ

れているのみである.

3.微化石

調査地域から採取した泥岩97個,珪質泥岩11個,

チャｰト51個の計159試料をフッ酸処理し,8試料から

年代決定に有効な微化石(コノドントおよび放散虫化石)
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を得た.これらの採取地点を第1,2図に,産出した微

化石を第1表に示す1

Loc.8の泥岩試料からはα惚〃1o肋〃ゐ｡£ωゆα挑硲

τ伽0100碗α60〃㈱などが産出する.MATsU0KAand

YA0(1986)によれば,0.ωゆα肋αは0.ω似枕α帯

の代表種であり,S板0助8α(?)功伽"S帯や

R2"0伽妙0"肋〃刎肋0α帯からも産出する.一方,

τ60勿㎝はτ00η㎝帯の代表種であり,S､(?)功初一

眺帯からも産出する.したがって,両種カミ共存するのは

∫(?)吻〃ゐ帯であり,Loc,8の試料はジュラ紀新世

前期のものと考えられる､Loc.8近傍の泥岩からはジュ

ラ紀中世後期～新世前期を示すτ60勿伽の産出が報告`

されている(栗本,1987のLoc.11)カミ,今回C-cf.

ω伽ガωの発見によりLoc.8周辺の泥岩はジュラ紀新

世前期のものと考えられる.

Loc.7の泥岩試料からはτ伽｡Z06碗αc£肋伽go%α,

T"60100ψ∫α力κ0α閉〃口,λκ6乃α20♂北妙0〃¢"刎Sp.,1丞〃〃〃¢

sp｡などカミ産出する1τ肋㎜go伽の産出はτ60〃伽

帯に限られることから,Loc.7の試料はジュラ紀中世後

期のものと考えられる.Loc.7近傍の泥岩からはジュラ

紀中世前期を示すτ〃ω閉刎帯(MATsU0KAand

YA0.1986)の放散虫化石の産出が報告されている(栗

本,1987のLoc.10)が,今回τcf.赦幽｡伽の発見

によりLoc.7周辺の泥岩の地質年代はジュラ紀中世後

期に及ぶことが明らかになった.

Locs,2,3,5および6の泥岩試料から産出した放散虫

化石には,凪吻榊属やλκ肋20伽妙｡"物属などカミ合

まれることから,これらの泥岩はジュラ紀のものである

可能性が高いが,今回の資料からはより詳しく年代を限

定することはできない.

Loc.4のチャｰト試料からは,三畳紀新世を示すコノ

ドント化石勒な｡"0"肋C£肋2〃肋αが産出する､同

試料から産出した放散虫化石のうち,C伽｡が舳属は上

部三畳系～下部ジュラ系(PEssAGN0功α工,1979)また

は上部三畳系～中部ジュラ系(BL0ME,1984など)から,

また,X柳α属は上部三畳系からの産出(NAKAsEK0

andNIsmMURA,1979:BL0ME,1984)が報告されてい

ることから,これらの放散虫化石の示す年代はコノドン

ト化石の示す年代と矛盾しない.

Loc.1のチャｰト試料からは,ハ｡〃伽〃伽∫∫6ゐ｡肋一

s挑smorphotypeIおよびmorphotypeIIが産出す

る.これらはIsHIGA(1986)により二畳紀中世～新世の

群集を特徴づけるものとされた.したカミって,Loc.1の

チャｰト試料は二畳紀中世～新世と考えられる.

第2号)

4.考察

本章では今回新たに｢御在所山｣図幅地域から産出し

た微化石について,その地質学的意義を若干述べる.

美濃帯中･古生界は,緑色岩一石灰岩相と砂岩一チャｰ

ト相に大きく区分され(ADAcHI,1976),東西ないし北東

一南西方向に延びる緑色岩一石灰岩相の列を挟んで内側

(北ないし北西側)と外側(南なレ)し南東側)に砂岩一

チャｰト相カミ広く分布している､美濃帯の形成過程を解

明する上でひとつの鍵となる緑色岩一石灰岩相は,東方か

ら郡上八幡,舟休山,赤坂金生山,伊吹山および霊仙山

など大規模な石灰岩体でもって特徴づけられ,赤坂金生

山を除き,いずれの石灰岩体も大量の緑色岩類を伴って

いる.本地域では緑色岩一石灰岩相の列の延長はやや不明

瞭となるが,北東部の藤原岳･竜ヶ岳から中央部の雨乞

岳･竜王山にかけて分布する緑色岩一石灰岩相(第1図参

照)カミもともと一連のものであったとする(原山ほか,

1989)ならば,今回ジュラ紀の放散虫化石を産出した泥

岩(Locs.3,5,6,7,8)は緑色岩一石灰岩相の列よりも内

側に位置することになる.

従来,美濃帯中｡古生界の泥岩からは数多くのジュラ

紀放散虫化石が報告されているが,生層序学的研究の進

展に伴い,泥岩の地質年代が地域によって異なることが

明らかになってきた.つまり,緑色岩一石灰岩相の列より

外側の砂岩一チャｰト相からはジュラ紀新世以降の放散

虫化石カミ報告されている(水谷,1981:足立,1982:佐

野｡山懸,1987:WAKITA,1988:足立,1988など)が,

内側においては従来報告カミなく,南条山地(服部,1987:

服部･吉村,1982)や八幡地域(脇田,1984)などから

ジュラ紀中世あるいはそれよりも古い放散虫化石が報告

されているのみである.しかし,前章で述べたように,

今回Loc.8の泥岩から産出した放散虫化石はジュラ紀

新世前期を示し,緑色岩一石灰岩相の列より内側の砂岩一

チャｰト相の中で景も若い年代のものである.このこと

から,緑色岩一石灰岩相の列より内側において,ジュラ紀

新世前期あるいはそれ以降まで海域が存在していたと考

えられる.

5.まとめ

本論文では,美濃帯南西部の｢御在所山｣図幅地域か

ら産出した微化石について報告した.以下に要約する.

1.約160個の試料をフッ酸処理した結果,8地点か

ら年代決定に有効な微化石を得た､

2.泥岩から産出した放散虫化石は,ジュラ紀新世前

期(1試料),ジュラ紀中世後期(1試料)およびジュラ
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を得た．これらの採取地点を第1，2図に，産出した微

化石を第1表に示す．

　Loc．8の泥岩試料からはα％9％Jo云解7ゑs　c£08ゆ諺づo¢

丁励oloo勿凹o碗徽などが産出する．MATsuoKA　and

YAO（1986）によれば，σo砺クα読αは（二〇⑳観oα帯

の代表種であり，　S砂lo64ρsα（？）s勿鰻IZs帯や

Ro％404あ砂o吻吻ρ短吻痂∂σ帯からも産出する．一方，

T60％㎜はT　oo解㎜帯の代表種であり，S（？）ερ吻一

傭帯からも産出する．したがって，両種が共存するのは

S（？）⑫吻1ゑs帯であり，Loc．8の試料はジュラ紀新世

前期のものと考えられる．Loc．8近傍の泥岩からはジュ

ラ紀中世後期～新世前期を示すT　o伽徽の産出が報告』

されている（栗本，1987のLoc．11）が，今回C　cf．

昭η）α渉」侃の発見によりLoc．8周辺の泥岩はジュラ紀新

世前期のものと考えられる．

　Loc．7の泥岩試料からはT7∫ooJoo砂昭cf娚名㎎o％α，

丁励oJo吻s砂1吻鰯吻，∠4κh460耽砂o吻吻sp。，恥％襯

sp．などが産出する．Tホ6≠9π80％の産出はT60％翅

帯に限られることから，Loc．7の試料はジュラ紀中世後

期のものと考えられる．Loc．7近傍の泥岩からはジュラ

紀中世前期を示すTρ読8郷彫帯（MATsuoKAand
YAO，1986）の放散虫化石の産出が報告されている（栗

本，1987のLoc．10）が，今回T　cf．孟6磁goηαの発見

によりLoc。7周辺の泥岩の地質年代はジュラ紀中世後

期に及ぶことが明らかになった．

　Locs2，3，5および6の泥岩試料から産出した放散虫

化石には，猛観窺属や・4zoh磁04あ砂o吻加属などが含

まれることから，これらの泥岩はジュラ紀のものである

可能性が高いが，今回の資料からはより詳しく年代を限

定することはできない．

　Loc．4のチャート試料からは，三畳紀新世を示すコノ

ドント化石働蓼0％40」6磁C£δ躍6％鰯α力雪産出する．同

試料から産出した放散虫化石のうち，G伽oφ伽郷属は上

部三畳系～下部ジュラ系（PEssAGNo4磁，1979）また

は上部三畳系～中部ジュラ系（BLOME，1984など）から，

また，Xゆ加属は上部三畳系からの産出　（NAKASEKO

and　NlsHIMuRA，1979；BLoME，1984）が報告されてい

ることから，これらの放散虫化石の示す年代はコノドン

ト化石の示す年代と矛盾しない．

　Loc。1のチャート試料からは，EoJ漉％6％〃％s　soho伽

並osmorphotypeIおよびmorphotypeIIが産出す
る．これらはISHIGA（1986）により二畳紀中世～新世の

群集を特徴づけるものとされた．したがって，Loc．1の

チャート試料は二畳紀中世～新世と考えられる．

4．考　察

本章では今回新たに「御在所山」図幅地域から産出し

た微化石について，その地質学的意義を若干述べる．

美濃帯中・古生界は，緑色岩一石灰岩相と砂岩一チャー

ト相に大きく区分され（ADACHI，1976），東西ないし北東

一南西方向に延びる緑色岩一石灰岩相の列を挟んで内側

（北ないし北西側）と外側（南ないし南東側）に砂岩一

チャート相が広く分布している．美濃帯の形成過程を解

明する上でひとつの鍵となる緑色岩一石灰岩相は，東方か

ら郡上八幡，舟伏山，赤坂金生山，伊吹山および霊仙山

など大規模な石灰岩体でもって特徴づけられ，赤坂金生

山を除き，いずれの石灰岩体も大量の緑色岩類を伴って

いる．本地域では緑色岩一石灰岩相の列の延長はやや不明

瞭となるが，北東部の藤原岳・竜ヶ岳から中央部の雨乞

岳・竜王山にかけて分布する緑色岩一石灰岩相（第1図参

照）がもともと一連のものであったとする（原山ほか，

1989）ならば，今回ジュラ紀の放散虫化石を産出した泥

岩（Locs．3，5，6，7，8）は緑色岩一石灰岩相の列よりも内

側に位置することになる．

　従来，美濃帯中・古生界の泥岩からは数多くのジュラ

紀放散虫化石が報告されているが，生層序学的研究の進

展に伴い，泥岩の地質年代が地域によって異なることが

明らかになってきた．つまり，緑色岩一石灰岩相の列より

外側の砂岩一チャート相からはジュラ紀新世以降の放散

虫化石が報告されている（水谷，1981；足立，1982；佐

野・山縣，1987；WAKITA，1988；足立，1988など）が，

内側においては従来報告がなく，南条山地（服部，19871

服部・吉村，1982）や八幡地域（脇田，1984）などから

ジュラ紀中世あるいはそれよりも古い放散虫化石が報告

されているのみである．しかし，前章で述べたように，

今回Loc，8の泥岩から産出した放散虫化石はジュラ紀

新世前期を示し，緑色岩一石灰岩相の列より内側の砂岩一

チャート相の中で最も若い年代のものである．このこと

から，緑色岩一石灰岩相の列より内側において，ジュラ紀

新世前期あるいはそれ以降まで海域が存在していたと考

えられる．

5．ま　と　め

本論文では，美濃帯南西部の「御在所山」図幅地域か

ら産出した微化石について報告した．以下に要約する．

　1。約160個の試料をフッ酸処理した結果，8地点か

ら年代決定に有効な微化石を得た．

　2．泥岩から産出した放散虫化石は，ジュラ紀新世前

期（1試料），ジュラ紀中世後期（1試料）およびジュラ
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美濃帯南西部,御在所山地域から産出した微化石(栗本史雄)

紀(4試料)を示すものが識別された.

3.チャｰトからは三畳紀新世のコノドント化石(1

試料)および二畳紀中世～新世の放散虫化石(1試料)

が得られた.

4､以上の産出化石のうち,ジュラ紀新世前期を示す

放散虫化石(LOc.8)は,これまでに緑色岩一石灰岩相の

列より内側の砂岩一チャｰト相から報告された放散虫化

石の中で,最も若い年代のものである､
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美濃帯南西部，御在所山地域から産出した微化石（栗本史雄）

紀（4試料）を示すものが識別された．

　3，チャートからは三畳紀新世のコノドント化石（1

試料）および二畳紀中世～新世の放散虫化石（1試料）

が得られた．

　4．以上の産出化石のうち，ジュラ紀新世前期を示す

放散虫化石（Loc．8）は，これまでに緑色岩一石灰岩相の

列より内側の砂岩一チャート相から報告された放散虫化

石の中で，最も若い年代のものである．
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Plate　I

1．

2．

3。

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

E鰐痂伽〃襯sp．

Tngooムoo砂sαρ1∫oπ7％卿YAO

Tn’60乙o吻sαsp．cf．丁孟痂㎎onσMATsuoKA

Tη。doJoo砂sαsp．cf．T．云6吻goηαMATsuoKA

Tη●ooJo吻s召60％ε翅MATsuoKA

U％勉α（？）sp．

S孟づ6ho吻sαsp．

且76hごzθ04∫o砂o〃z〃名とz　sp．

且〆ohα召04廊砂o盟z舜名とz　sp．

且zohごz604あ砂oηz露名ヒz　sp．
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珊微勉sp．
勘名αhs％％勿¢sp．

P切7z雇0勿¢9％ムごz　sp．

Pπ7z疹6z●％gz〆ごz　sp．

C伽9％Jo伽7漉sp．cf．C．o召ゆ諺ぎoαDuMITRlcA

10cality　no．

Loc．3

Loc．8

Loc．7

Loc．7

Loc．8

Loc．8

Loc。8

Loc．3

Loc．7

Loc．7

Loc．6

Loc．7

Loc．7

Loc．8

Loc．7

Loc．8

Loc．8

fossil　no．（GSJ）

F12836・2

F12841－13

F12840－29

F12840－48

F12841－40

Fl2841－7

F12841－2

F12836－l

F12840－5

F12840－10

F12839－1

Fl2840－7

F12840－42

F12841－12

F12840－8

F12841－30

F12841－8

scale　bar＝0．1mm
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Plate　II

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

Cごz7zoプ）渉z6ηz　（P）　sp．

C伽oφ伽解（P）sp。

Eollあ鷹κllz∫s　s6ho彪sあos　ORMlsToN　and　BABcocK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　morphotype　I

Eoll乞ozκz611z6s　sohoJαsあos　ORMlsToN　and　BABcocK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　morphotype　I

Eollづ6zκz61h6s　s6ho乙偽ガos　ORMlsToN　and　BABcocK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　morphotype　II

Foll乞ozκz61h6s　sohoム硲あos　ORMlsToN　and　BABcocK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　morphotype　II

Eollづozκz611z6s　sp．

動♂go％40」61勉sp．cf．E．δ魏％如如MosHER

a．oral　view，b．lateral　view

locality　no．　　　　　fossil　no．（GSJ）

Loc．4　　　　　　　　　F12837－16

Loc．4　　　　　　　　　　Fl2837－2

Loc．1　　　　　　　　　F12834－9

Loc．1　　　　　　　　　　　　　F12834－8

Loc．1　　　　　　　　　F12834－6

Loc．1　　　　　　　　　　F12834－3

Loc．1　　　　　　　　　F12834－1

Loc．4　　　　　　　　　F12837－7

　　　　　　scale　bar＝0．1mm
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